
議案　定款の一部変更の件（投融資ポートフォリオを２０５０年炭素排出実質ゼロを求めるパリ協

定１.５度目標に整合させるための移行計画の策定及び開示）

提案内容

以下の条項を、当社の定款に追加的に規定する。

第　章　移行計画（ポートフォリオの整合）

第　条　（投融資ポートフォリオを２０５０年炭素排出ネットゼロを求めるパリ協定１.５度目標に整
合させるための移行計画の策定及び開示）

１.　当会社は、当会社の投融資ポートフォリオにおいて２０５０年炭素排出ネットゼロを実現する
という公約を果たすため、２０５０年まで又はより早期に炭素排出ネットゼロに至る確かなシナリ

オと整合する短期、中期及び長期目標を含む移行計画を策定し、これを開示する。なお、当該移

行計画には、当会社の投融資ポートフォリオ内の主要な温室効果ガス集約型セクターにおける

戦略的な投融資方針及び目標を含み、スコープ３の全てのバリューチェーンからの排出を考慮

するものとする。

２.　当会社は、前項の移行計画及び目標の進捗状況を統合報告書において開示する。

提案理由

本提案は、当社の２０５０年ネットゼロ公約の達成計画の信頼性を株主が判断し、また、当社が

気候変動リスクを適切に管理し、長期的な企業価値を維持向上するために必要な情報開示を求

めるものである。

当社は化石燃料等の炭素集約型セクターに大きく関与しており、重大な財務リスクを抱えている

が、当該セクターにおける投融資ポートフォリオを２０５０年ネットゼロシナリオに整合させるため

の十分な目標又は投融資方針を設定・開示していない。

国際エネルギー機関等の確かな達成シナリオが示す経路や主要な結論と整合する目標及び戦

略的な投融資方針を設定・開示することで、当社の気候目標及び移行計画の信頼性を担保する

ことは、極めて重要である。世界の同業他社はこの種の情報を開示している。

本提案が求める開示は、気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）やネット・ゼロ・バンキン
グ・アライアンス等を通じ、投資家が求める情報開示に合致する。（400文字）




